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衆議院議員　　民主党　　　　　　　
様

「高校無償化」制度の朝鮮学校(高級部)への適用を求める要請書
　政権交代が実現した以来、民主党を中心とする連立政権が教育、福祉、環境政策などで国民生活改善にむけた努力を重ねておられることに敬意を表します。

　私達は、アジア重視を掲げる鳩山連立政権が、寄付金控除優遇措置が欧米のインターナショナルスクールだけに認められ、朝鮮学校や中華学校には認めなかった旧政権時代のアジア蔑視差別的待遇を必ずや改善してくれるだろうとの強い期待を抱いていました。中でも「高校無償化」については、朝鮮学校をはじめとした外国人学校にも適用されると聞き、法案審議に熱いまなざしを持って注目してきました。

しかし、２月２１日の新聞で、「拉致問題担当相が、４月から実施予定の高校無償化に関し、在日朝鮮人の子女が学ぶ朝鮮学校を対象から外すよう文部科学相に要請、文科省の政務三役が検討に入った。」という衝撃的な事実を知りました。

「朝鮮高級学校は除外するって？え！本当なの？うそでしょう？」朝鮮高級学校除外の動きありの報道に接して、我々誰もが抱いた疑問でした。
より多くの子供達に学習の機会、権利を提供しようとする無償化法案が、「どうして朝鮮学校だけ除外するの？拉致問題となんの関係があるの？教育カリキュラムが見えないって？すべてオープンにしているじゃないの？」在日同胞達の大きな驚きと疑問は強い憤りになろうとしています。

日本人であろうと外国人であろうと子ども達は誰もが、一個の人間として成長し，自己の人格を実現するために必要な学習権を持っているし，その権利は保障されなければいけません。このたびの無償化法案の趣旨はまさにそこにあるのではないのでしょうか？ 
　特に、在日朝鮮同胞が日本に居住することになった歴史的経緯から見ても、また市民としての納税などの義務をきちんと果たしている在日同胞の朝鮮高級学校に通う師弟がその適用対象から外されることは絶対にありえないものと信じておりました。
もし、朝鮮高級学校だけが「高校無償化」制度の対象から除外されるならば、同じ外国人学校の中に新たな差別を持ち込むことになり、これは、鳩山政権が掲げる友愛や弱者救済の精神、何人にも「学ぶ権利」を保障するとした教育理念を自ら否定することにほかなりません。

現在，日本の高校に相当する朝鮮高級学校は全国で１０校あり，外国人登録上の国籍欄が「朝鮮」、「韓国」籍の子どもたち，また国際結婚家庭の増加から日本籍の子どもたちも少なからず通っています。法制度上は「一条校」ではなく，「各種学校」扱いされていますが，授業は日本の高校とほぼ同じカリキュラムに基づいて行われております。その証拠に、近年、日本の国公立・私立大学のほとんどが朝鮮高級学校の授業内容を審査した上で受験資格を認めるところにいたっているではありませんか。
このような時代の流れに逆行し，２１世紀を生きる子どもたちの未来を、子どもたちの学ぶ権利を極めて政治的で恣意的な判断によって侵害するというようなことがあってはならないことは言うまでもありません。

鳩山首相は今年の施政方針演説で「人」を大事にする政策を実施すると内外に宣言しましたが、新政権がその理念どおり、朝鮮学校に通う生徒の学習権が侵害されることのないよう、公正な判断をなされるよう心より訴える次第です。私たちは、朝鮮高級学校だけが「高校無償化」制度の対象から除外されることがないよう、強く要望いたします。
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